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かごしま近代化産業遺産パートナーシップ会議 

令和６年度事業報告 

 

「かごしま近代化産業遺産協働行動計画」を推進するため、近代化産業遺産について市民の

関心を高めるための普及啓発や関係者の理解を深めるための取組を行った。 

 令和６年度は昨年度に引き続き各団体と連携し、本市構成資産を活用したイベント等を実施

したほか、構成資産周辺の清掃活動やおもてなしのさらなる充実など来訪者を受け入れるため

の環境づくりを進めた。 

 また、令和７年３月には仙巌園駅開業を記念したイベントを実施した。 
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（１）総会 

開催日：４月 2６日（金） 

内 容：○令和５年度事業報告及び収支決算 

○令和６年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

○かごしま近代化産業遺産協働行動計画の改訂  など 

 

（２）企画運営委員会 

開催日：第１回５月 2１日（火）、第２回６月 2５日（火）、第３回２月１９日（水） 

内 容：○事業計画案、地域活性化プロジェクト応募審査 

○各プロジェクト（ファン拡大、地域魅力アップ、地域活性化、おもてなし、受

入環境整備、情報発信、学習普及啓発）の事業計画・実施報告   

○仙巌園駅開業イベント及び世界遺産登録１０周年記念イベント実施検討 など 

 

（３）ワーキンググループ 

開催日：第１回７月２４日（水）、第２回９月４日（水）、第３回 1２月１９日（木） 

内 容：○仙巌園駅開業イベント及び世界遺産登録１０周年記念イベント実施検討 など 

 

 

 

 

（１）ファン拡大、地域魅力アップ、地域活性化プロジェクト 

近代化産業遺産のファン拡大や構成資産周辺の魅力アップ、遺産を活用した地域の活性

化を図るために、地域住民や学生、市民団体等による自由企画のイベント等を実施した。 

 

ファン拡大イベント開催プロジェクト 

 

① 夏休み自由研究「学 UP! かごしまの宝(世界遺産)を探せ!」 

実施団体：上町タウンマネジメント 

内容：小学生の夏休みの課題である自由研究の題材に「世界

文化遺産・明治日本の産業革命遺産」をできるだけ多

く取り上げてもらうために、世界遺産をテーマとした

基調講話とフィールドワークを実施した。 

また、提出された自由研究の審査・表彰・展示を行っ

た。 

日付：（フィールドワーク）７月 2７日（土）   

  （展示）１０月２６日（土）～１１月８日（日） 

    （表彰式）１１月４日（月） 

場所：（フィールドワーク）仙巌園、異人館 

    （展示）仙巌園・伝統文化体験施設 2 階ホール 

    （表彰式）仙巌園・伝統文化体験施設 2 階ホール 

参加人数：（フィールドワーク）児童１６名、保護者１５名 

１ 会議関係 

２ 事業関係 
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② 寺山の魅力再発見！イチ推し！ジオ・世界文化遺産炭窯跡・心岳寺詣り 

実施団体：吉野兵六会 

内容：寺山の魅力を再発見するために、寺山散策や

心岳寺詣り、花炭つくり体験を実施した。ま

た、中学生によるパネルガイド、大石兵六夢

物語の朗読劇などを実施した。 

日付：11 月 23 日（土） 

場所：寺山ふれあい公園 

参加人数：寺山散策１５名、心岳寺詣り２８名、 

花炭つくり体験４名 

 

③ 若者による若者のための若き産業遺産ファン獲得計画 

実施団体：若手会 

〔活動状況〕 

(ア)おはら祭ブース出展 

内容：おはら祭にブースを出展し、多くの人に世

界遺産を知ってもらうためのパネルを展

示したほか、来場者と一緒にモザイクア

ートを作成した。 

日付：１１月３日（日・祝） 

参加人数：１００名程度 

 

(イ)その他 

・清掃活動や他の団体主催イベントへの協力等を行った。 

 

④ 関吉の疎水溝魅力アッププロジェクト 

実施団体：稲音会 

内容：関吉の疎水溝や集成館事業について理解を深め、魅力を感じていただくとともに、

下田町の田園風景を楽しんでいただくために、ウォーキングマップを作成し、ウ

ォーキングを実施したほか、コンサートを実施した。 

〔活動状況〕 

(ア)関吉ニコニコ元気ウォーキング 

内容：毎月第３水曜日に、下田町の里山風景から 

季節の自然を感じながら、関吉の疎水溝か 

ら実方までのウォーキングを実施した。 

日付：毎月第 3 水曜日  

参加人数：２２３名 

 

(イ)関吉の疎水溝ウォーキングマップの作成（歴史と自然を歩く「世界遺産の散歩道」） 

内容：「歴史散策コース」、「田園散策コース」、周辺情報などを盛り込んだウォーキ

ングマップを作成。 

仕様：B4 三つ折りカラー 

部数：５００部 
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(ウ)コンサート 

・オータムコンサート、クリスマスコンサート 

日付：９月８日（日）、12 月２２日（日） 

場所：稲音館 

参加人数：2５名、２７名 

 

 

⑤ 歴史研究家を招聘し日本の歴史から明治維新と世界文化遺産を学ぶ 

実施団体：せきよしの物産館 

〔活動状況〕 

(ア)歴史研究家を招聘し、日本の歴史から明治維新と世界文化遺産を学ぶ 

内容：オフィスいろはの下豊留佳奈氏を招いて講座 

を実施したほか、せきよしの物産館に毎日流 

れている「川上音頭」の歌手中村秀子氏を招 

き、地域の方々と一緒に踊り、歌うことにより 

関吉の疎水溝とその周りで暮らす人々の歴史 

を再認識した。 

日付：１０月５日（土） 

場所：せきよしの物産館 

参加人数：６０名程度 

 

(イ)その他 

  ・麦の芽福祉会みんなみんなフェスタで「せきよしの疎水溝コーヒードリップ」を

来場者に配布 

 

⑥ イラストで伝える世界遺産 

実施団体：オフィスいろは 

内容：世界遺産の歴史的背景やその魅力をイラストを通して知ってもらうため、地域密

着型イラストレーターのまむねむこ氏と協力し、鹿児島市広報サポーター「桜子

ちゃん」と世界遺産のコラボポストカードを作成し、配布した。 

日付：10 月５日（木）～無くなり次第終了 

配布場所：異人館、異人館管理便益施設、せきよしの物産館、ふるさと考古歴史館、維 

新ふるさと館 

      ※その他イベント等で配布を行った。 

配布枚数：１２，０００枚 

 

 

 

 

 

 

 
異人館 寺山炭窯跡 関吉の疎水溝 
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地域魅力アッププロジェクト 

 

① 異人館の宴～技師たちも見たかもしれないさつま芸事～ 

実施団体：磯町内会 

内容：異人館の遺構表示スペースを使用し、異人館を背景

に、いちき串木野市「住吉社中」の歌と踊り（さつ

ま芸事）を披露してもらい、来場者に和洋折衷の建

築物とさつま芸事の融合を楽しんでもらった。 

日付：１１月１７日（日） 

場所：異人館遺構表示スペース 

参加人数：2０0 名程度 

 

② 『錦江湾と桜島』『錦江湾の魚たち』『島津は何故強かった』勉強会 

実施団体：吉野町東菖蒲谷町内会 

内容：寺山炭窯跡の現状や今後の復旧について、桜島・錦江湾ジオパークについて、

講師を招き、勉強会を実施した。 

〔活動状況〕 

(ア)夏休み自由研究勉強会『錦江湾と桜島』『錦江湾の魚たち』 

内容：大木公彦鹿児島大学名誉教授や本村博之鹿 

児島大学教授を招いて、錦江湾の成り立ち 

や錦江湾に生息している魚についての勉強  

会を実施した。 

日付：７月３０日（火） 

参加人数：５6 名 

 

(イ)女子部勉強会『寺山炭窯跡の現状・世界遺産登録１０周年について』、『島津は何強 

かった？』 

内容：市文化財課職員を招いて、寺山炭窯跡の現状や今後の復旧について学んだほか、

大木公彦鹿児島大学名誉教授を招いて、日本有数の火山大国薩摩の豊富な地下

資源について勉強会を実施した。 

日付：１０月２７日（日） 

参加人数：５２名 

 

(ウ) 寺山炭窯跡周辺清掃作業 

日付：５月 2６日（日）、８月 2５日（日）、11 月 2４日（日）、２月２３日（日） 

参加人数：1６名、１３名、1２名、９名 

 

(エ)吉野東の日地域貢献活動 

内容：少年自然の家周辺の森の清掃整備作業とドングリの苗づくりの為のドングリ拾 

いを実施 

日付：１１月９日（土） 

参加人数：吉野東中生徒１００名程度 
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③ 関吉のアジサイロード・桜並木等を主とした自然の景観で彩る下田町の世界遺産の 

観賞 

実施団体：下田町町内会 

内容：構成資産を有する下田町の魅力アップを図るために、関吉の疎水溝周辺の清掃活

動、水路沿いや道路脇へのコスモス等の植栽を実施した。 

 

〔活動状況〕 

(ア)清掃活動 

内容：町一斉美化活動や、草刈り、崖の藪払い等を実施した。 

日付：４月７日（日）、５月 1９日（日）、 

７月７日（日）、９月８日（日）、 

11 月 1７日（日）、２月９日（日） 

 

(イ)植栽活動 

内容：桜やアジサイの剪定やコスモスの移植等を実施した。 

日付：８月 1 日（木）、９月 1８日（水）、８月１１日（日） 

 

(ウ)その他活動 

・除草や薬剤散布、施肥、農道・水路の清掃を実施した。 

・地域行事の際に、世界平和太鼓の演奏で関吉をアピールした。 

・「関吉のアジサイロード・桜並木を主とした自然の景観で彩る下田町」が第 7 回鹿

児島市景観まちづくり賞を受賞。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第７回鹿児島市景観まちづくり賞 

景観部門 

「関吉のアジサイロード・桜並木を主

とした自然の景観で彩る下田町」 
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地域活性化プロジェクト 

 

１０周年に向けて、世界文化遺産の深堀！～尚古集成館事業の関連事業を検索・まなび～ 

担当：よしのねぎぼうず 

内容：子どもたちへの周知・学びを広めるための活動を「パネルガイド」育成を中心に進

めており、吉野兵六ゆめまつりや心岳寺詣

りでは中学生によるパネルガイドを実施

した。また、東川隆太郎氏をガイドに招き、

パネルガイドをしている子どもたち向け

に、尚古集成館事業の関連事業を知るバス

ツアーを実施した。 

日付：（パネルガイド）９月２９日（日） 

１１月２３日（土） 

 ：（バスツアー）１０月１３日（日） 

  場所：寺山ふれあい公園 

参加人数：（パネルガイド）１５名、１２名 

    ：（バスツアー）１８名 

 

（２）おもてなしプロジェクト 

来訪者へのおもてなしを充実するために、観光従事者等を対象に遺産の概要や価値に

ついての講座の開催やガイド団体の連携を図った。 

 

① おもてなし人材育成講座（研修）の開催 

担当：NPO 法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会 

内容：ボランティアガイドやバスガイド等を対象に、遺産の概要や価値などについて理

解を深めるための現地研修を実施した。 

日付：（ボランティアガイド）３月 1８日（火） 

（バスガイド・通訳ガイド）３月２５日（火） 

場所：鹿児島中央駅⇒JR 仙巌園駅⇒尚古集成館⇒仙巌園 

参加人数：（ボランティアガイド）１６名、（バスガイド・通訳ガイド）２３名 
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② ガイド団体の連携（鹿児島市近代化遺産関連ガイド連絡会） 

担当：NPO 法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会 

内容：各団体における取り組みや現状についての相 

互報告や情報共有、意見交換を行う連絡会を 

開催した。 

日付：２月２８日（木） 

参加団体：仙巌園、アイエス通訳システムズ、比較文化研究所・

iBS 外語学院、Tabi＆Coco.、鹿児島まち歩き観光ス

テーション、鹿児島県世界文化遺産室（オブザーバー） 

 

（３）受入環境整備プロジェクト 

来訪者に産業革命遺産についてわかりやすく伝え、案内するため、まち歩きガイドブ

ックを配布し、受入環境の充実を図った。 

 

① ガイドブックの配布 

担当：鹿児島市世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課 

内容：「かごしま世界遺産の散歩道」ガイドブックを配布した。 

 

（４）情報発信プロジェクト 

仙巌園駅開業を記念したイベントを実施したほか、構成資産と桜島・錦江湾ジオパー

クを巡るバスツアーの実施やリーフレットの配布を行った。 

 

① 世界遺産・ジオパークバスツアー 

担当：鹿児島市世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課 

内容：世界遺産「明治日本の産業革命遺産」の本市の 

構成資産や桜島・錦江湾ジオパークの見どこ 

ろを巡るバスツアーを実施した。 

    令和６年度はユニバーサルツーリズムを取り入 

れたツアーも実施した。 

      ・A 五感満喫コース（ユニバーサルツアー） 

１０月２９日（火）実施 

福村石材店⇒関吉の疎水溝⇒寺山展望所⇒仙巌園 

・B 砲台跡コース 

1１月 1６日（土）、１２月１日（日）実施 

天保山砲台跡⇒新波止砲台跡⇒関吉の疎水溝⇒仙巌園⇒石橋記念公園 

⇒祇園之洲砲台跡 

ガイド：NPO 法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会 東川 隆太郎氏 

     鹿児島大学名誉教授 大木 公彦氏（関吉の疎水溝のみ） 

参加人数：計６３名（定員７０名（A コース２０名、B コース各２５名）、申込９５名） 

 

② 寺山炭窯跡・関吉の疎水溝リーフレットの配布 

担当：鹿児島市世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課 

内容：寺山炭窯跡と関吉の疎水溝のリーフレットを案内所等に設置、配布した。 
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① 仙巌園駅開業カウントダウントークイベント 

担当：NPO 法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会 

  内容：仙巌園駅開業に先駆けて、世界遺産のバッファゾ 

ーン（緩衝地帯）に新設される鉄道の駅について、 

鹿児島の鉄道事情に通じ、鉄道を活かしたまちづ 

くりに深く関わるメンバーでトークイベントを開 

催した。 

・基調講話（冨吉郷太氏） 

・事例紹介（中原晋司氏） 

・事例紹介（白水梨恵氏） 

    日付：１月１９日（日） 

    場所：鹿児島市国際交流センター多目的ホール 

       参加人数：７０名程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 仙巌園駅開業記念イベント「時を旅する駅から♯ハジマル」 

  担当：上町維新まちづくりプロジェクト、オフィスいろは、 

市文化財課、NPO 法人まちづくり地域フォーラム・か 

ごしま探検の会、HONOSATO LOCOMOCORO、 

吉野兵六会、稲音会、せきよしの物産館、上町タウン 

マネジメント、若手会、島津興業、JR 九州、 

県世界文化遺産室 など 

    内容：日ごろ「明治日本の産業革命遺産」の構成資産を有する     

地域で環境整備や周知活動に携わっているメンバーが

仙巌園駅開業を祝い、マルシェやステージイベント、記

念乗車券の販売、記念品の配布、異人館内ワークショッ

プなどで、おもてなしを実施した。また、同日に仙巌園

駅を利用したまち歩きイベントも開催した。 

   日付：３月１５日（土） 

   来場者数：１，２００名 

 

 

 

 

 

 

 

仙巌園駅開業記念イベント関係 
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（５）学習普及啓発プロジェクト 

子どもたちを含め市民の遺産の認知と理解を深めるため、教育関係者を対象とした現

地見学会や市民を対象とした講座、小学生児童用の文具作成などを行った。 

 

① 教職員現地見学会 

担当：NPO 法人まちづくり地域フォーラム・かごし

ま探検の会 

内容：明治日本の産業革命遺産の概要や価値などに

ついて理解を深め、学校教育活動の促進を図

った。 

日付：７月３０日（火） 

行程：御楼門⇒関吉の疎水溝⇒仙巌園駅予定地⇒ 

異人館⇒仙巌園 

参加者：２４名 

 

② 学習普及啓発用文具・学習指導用リーフレットの作成・配布 

担当：鹿児島市世界遺産・ジオ・ツーリズム推進課 

内容：学習普及啓発用文具（下敷き）及び学習指導用リーフレットの作成・配布を実施

した。 

配布：（学習普及啓発用文具（下敷き）） 

市立小学校 78 校、国立・私立小学校３校の新小学６年生児童 5,６０５名に配布 

（学習指導用リーフレット） 

市立小学校 78 校、国立・私立小学校３校に５部ずつ、市立中学校 39 校、 

国立・私立中学校６校に２部ずつ配布 

 

（６）かごしま近代化産業遺産協働行動計画に基づく指標の設定に関する検討 

   令和５年度にかごしま近代化産業遺産協働行動計画の改訂作業を行う過程で、活動の 

効果や世界遺産の認知度の向上を測るためには、比較できる指標が必要との意見があっ

たことから、令和６年度に指標を検討し、調査を行った。結果は次のとおり。 

今後は、市の「まちかどコメンテーター」制度を活用する等検討する。 

 

【調査①】イベントの参加人数 

（目  的）イベント等の開催状況を検証し、より効果的な取組にするため 

（算出方法）パートナーシップ会議等で行うイベントの参加者数により算出 

（報告方法）各種イベントの実績報告時に報告（イベントの定員及び参加者数） 

    （結  果）参加者数(※定員については大半のイベントにおいて設定がない) 

ファン拡大、地域魅力アップ、地域活性化イベント 1,212 人 

仙巌園駅開業イベント 1,200 人 
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単位：人
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旧集成館（仙巌園）

旧集成館（異人館）

旧集成館（尚古集成館）

寺山炭窯跡

関吉の疎水溝

認知度（施設別）

【調査②】世界文化遺産の認知度 

（目  的）世界文化遺産の認知度を把握することで、今後の取組の指標とするため 

（算出方法）パートナーシップ会議等で行うイベント等の来場者へアンケート調査 

（報告方法）おはら祭での若手会ブース出展やジオパークに関する講座・イベント 

など不特定多数が参加するイベント等でアンケートを実施。 

        （結果） 

１ 参加者年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・40 代が最も多く、次いで 50 代、60 代が多くなっている。４０代以上が全体 

の８割を占めている。 

 

２ 認知度（鹿児島市に世界文化遺産があることを知っていたか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ・イベント参加者のうち鹿児島市に世界文化遺産があることを知っている人は 

80％を占めている。 

 

３ 認知度（施設別） 

 

 

 

 

 

   

   

・関吉の疎水溝、寺山炭窯跡と比較して、旧集成館の認知度が高い傾向にある。 

単位：人

年代 人数

10代 2

20代 4

30代 19

40代 48

50代 29

60代 29

70代 15

80代 1

回答なし 2

計 149

単位：人

認知度 人数

知っている 119

知らなかった 30

計 149

単位：人

施設 人数

旧集成館（仙巌園） 131

旧集成館（異人館） 117

旧集成館（尚古集成館） 109

寺山炭窯跡 86

関吉の疎水溝 92

計 535


